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榎
本
あ
ゆ
ち
著　
『
中
国
南
北
朝
寒
門
寒
人
研
究
』

葭　

森　

健　

介

一本
書
の
書
名
『
中
国
南
北
朝
寒
門
寒
人
研
究
』
を
一
見
す
る
限
り
、

専
門
性
の
高
い
、
限
定
さ
れ
た
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
著
書
の
よ
う
に
受
け

止
め
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
漢
か
ら
隋
唐
へ
の
展
開
を
ど

の
様
に
把
握
す
る
か
と
い
う
中
国
通
史
上
の
重
要
な
問
題
に
関
わ
る
内

容
で
あ
る
。
そ
こ
で
先
ず
「
南
北
朝
」
と
「
寒
門
寒
人
」
と
い
う
言
葉

に
隠
さ
れ
た
本
書
の
研
究
史
上
の
意
義
を
解
き
明
か
し
た
い
。

魏
晋
南
北
朝
は
漢
と
隋
唐
に
挟
ま
れ
た
分
裂
の
時
代
で
あ
る
。
内
藤

湖
南
は
こ
の
時
代
に
成
立
し
た
貴
族
政
は
唐
代
へ
と
続
き
、
科
挙
制
度

の
整
備
等
に
よ
り
宋
に
至
り
君
主
独
裁
の
近
世
へ
の
変
革
が
あ
っ
た
と

言
う
。
以
来
貴
族
制
研
究
は
魏
晋
南
北
朝
隋
唐
史
研
究
の
重
要
な
テ
ー

マ
と
な
っ
て
き
た
。
た
だ
貴
族
制
研
究
は
、
後
漢
末
か
ら
魏
晋
の
貴
族

制
の
成
立
か
ら
東
晋
南
朝
へ
の
展
開
に
つ
い
て
の
研
究
と
、
五
胡
十
六

国
か
ら
北
魏
、
北
斉
、
北
周
を
経
て
隋
唐
帝
国
へ
の
つ
な
が
り
の
研
究

と
に
二
分
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
南
朝
社
会
と
北
朝
社
会
の
関
係
や
つ
な

が
り
を
具
体
的
に
考
察
す
る
研
究
は
多
く
な
か
っ
た
。
後
漢
末
か
ら
魏

晋
時
代
に
成
立
し
た
貴
族
制
は
東
晋
南
朝
時
代
に
門
閥
化
傾
向
を
強

め
、
梁
末
に
崩
壊
す
る
。
結
局
南
朝
は
北
方
の
民
族
に
起
源
を
持
つ
北

朝
の
北
周
に
併
呑
さ
れ
、
北
周
を
継
ぐ
形
で
隋
唐
帝
国
が
成
立
し
た
た

め
南
朝
の
何
が
ど
う
隋
唐
へ
繋
が
っ
て
い
っ
た
の
か
が
明
瞭
で
な
い
。

隋
唐
の
淵
源
に
つ
い
て
は
清
朝
の
趙
翼
の
「
周
隋
唐
皆
出
自
武
川
」
と

い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
具
体
化
し
た
陳
寅
恪
氏
の
関
隴
出
身
の

政
治
軍
事
集
団
を
隋
唐
帝
国
の
基
礎
と
す
る
説
が
日
中
両
国
学
界
の
共

通
理
解
と
な
っ
た
。
中
国
の
田
余
慶
氏
は
東
晋
の
門
閥
政
治
は
「
暫

批
評
と
紹
介

名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
報
告　
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時
」
的
「
過
渡
」
的
な
も
の
で
あ
り
、
結
局
隋
唐
の
皇
帝
に
よ
る
中
央

集
権
へ
と
回
帰
し
た
と
述
べ
、
唐
長
孺
氏
は
隋
唐
初
期
に
は
北
朝
の
影

響
が
強
く
、
唐
代
中
期
以
降
に
な
り
文
化
や
経
済
の
面
で
南
朝
的
要
素

が
強
く
な
っ
た
と
す
る
。
唐
氏
は
南
朝
化
を
「
封
建
社
会
の
発
展
法
則

に
符
合
す
る
必
然
的
発
展
」
と
結
論
す
る
が
南
朝
は
直
接
隋
唐
の
成
立

に
関
わ
ら
な
い）

1
（

。
日
本
で
も
川
勝
義
雄
氏
、
安
田
二
郎
氏
、
小
尾
孟
夫

氏
、
中
村
圭
爾
氏
は
著
書
に
本
来
建
康
（
今
の
南
京
）
に
都
を
お
い
た

呉
か
ら
陳
ま
で
の
諸
王
朝
を
指
す
「
六
朝
」
の
名
を
冠
し
、
越
智
重
明

氏
も
「
魏
晋
南
朝
」
研
究
と
名
乗
り
、
南
朝
を
魏
晋
貴
族
制
の
終
着
点

と
す
る）

2
（

。
魏
晋
南
朝
史
を
隋
唐
に
ど
う
繋
ぐ
の
か
、
本
書
の
書
名
に

「
南
北
朝
」
と
あ
る
の
は
こ
の
難
問
に
挑
も
う
と
す
る
意
思
を
示
す
も

の
と
思
う
。

榎
本
氏
は
論
稿
「
南
朝
の
寒
人
問
題
に
つ
い
て
」（『
名
古
屋
大
学
東

洋
史
研
究
報
告
』
四
、一
九
七
六
）
で
研
究
活
動
を
開
始
し
、
こ
の
難

問
を
解
く

は
寒
門
寒
人
に
あ
る
と
し
た
。
正
史
は
寒
門
寒
人
を
往
々

に
し
て
権
力
と
不
正
な
手
段
で
結
び
つ
い
た
「
恩
倖
」
と
位
置
付
け

る
。
し
か
し
、
戦
後
の
研
究
で
は
彼
ら
の
個
人
的
才
能
と
経
済
力
と

「
門
閥
貴
族
の
弱
体
化
、
没
落
と
の
関
連
の
上
で
と
ら
え
ら
れ
」
る
よ

う
に
な
る
。
氏
は
寒
門
寒
人
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
門
閥
貴
族

制
の
没
落
を
経
験
し
た
南
朝
社
会
」
が
「
ど
の
よ
う
に
隋
唐
社
会
に
接

続
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
」
が
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
た
。
本
書
の
序
文

で
も
「
彼
ら
は
門
閥
貴
族
に
蔑
視
さ
れ
な
が
ら
も
次
第
に
政
治
的
軍
事

的
、
さ
ら
に
は
文
化
的
力
量
を
蓄
え
貴
族
層
に
対
抗
し
て
い
っ
た
。
そ

の
対
抗
・
挑
戦
の
歴
史
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
南
朝
社
会
が
い
か
に
次

代
の
隋
唐
世
界
に
影
響
し
た
の
か
を
問
い
か
け
よ
う
と
す
る
の
が
筆
者

の
基
本
姿
勢
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
氏
は
、
寒
門
寒
人
を
手
が

か
り
に
、
南
北
朝
を
一
体
化
し
、
東
晋
南
朝
か
ら
隋
唐
へ
の
つ
な
が
り

を
解
明
し
よ
う
と
い
う
問
題
意
識
を
四
十
数
年
に
わ
た
っ
て
一
貫
し
て

持
ち
続
け
て
来
た
。
そ
れ
が
「
寒
門
寒
人
研
究
」
と
い
う
書
名
に
表
現

さ
れ
て
い
る
様
に
思
わ
れ
る
。

で
は
ど
の
様
に
し
て
こ
の
難
題
に
立
ち
向
う
の
か
。
序
文
と
あ
と
が

き
で
恩
師
の
谷
川
道
雄
氏
、
先
輩
の
安
田
二
郎
氏
の
研
究
が
て
が
か
り

な
る
と
述
べ
る
。
両
氏
は
門
閥
貴
族
制
を
克
服
し
、
次
の
時
代
へ
と
続

く
方
向
性
を
探
っ
て
い
た
。
谷
川
氏
は
川
勝
義
雄
氏
と
共
に
豪
族
共
同

体
論
の
提
唱
者
で
あ
る
。
川
勝
氏
は
後
漢
末
の
郷
里
社
会
と
士
大
夫
層

の
郷
論
の
関
係
か
ら
魏
晋
貴
族
制
の
成
立
を
説
明
し
、
谷
川
氏
は
北
朝

に
お
け
る
士
大
夫
が
郷
里
社
会
と
の
関
係
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
賢

才
主
義
が
貴
族
制
を
再
生
し
、
隋
唐
へ
と
続
く
と
指
摘
す
る
。
た
だ
東

晋
南
朝
で
は
川
勝
氏
が
述
べ
た
よ
う
な
郷
論
に
よ
っ
て
貴
族
が
支
え
ら

れ
る
と
い
う
社
会
構
造
も
、
谷
川
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
な
郷
里
に
根
ざ
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し
た
賢
才
主
義
や
貴
族
自
身
の
革
新
も
見
い
だ
せ
な
い
。
そ
こ
で
榎
本

氏
は
南
朝
豪
族
・
土
豪
層
ら
寒
門
の
擡
頭
、
遅
れ
て
江
南
に
来
た
北
来

豪
族
の
望
族
的
あ
り
方
、
個
人
能
力
（
才
学
）
主
義
へ
の
回
帰
に
つ
い

て
論
及
し
た
安
田
氏
の
研
究
に
注
目
す
る
。
た
だ
、
安
田
氏
も
江
南
社

会
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
南
人
の
寒
人
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
て
い
な
い

と
言
う
問
題
が
残
る
。
と
な
る
と
①
江
南
社
会
か
ら
寒
門
寒
人
が
ど
の

様
に
生
み
出
さ
れ
た
の
か
、
②
寒
門
寒
人
の
個
人
能
力
（
才
学
）
主

義
・
賢
才
主
義
の
実
像
、
③
南
朝
と
北
朝
、
さ
ら
に
は
隋
唐
と
ど
う
つ

な
が
っ
て
い
っ
た
の
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
所
収
の
諸
研
究
は
書
か

れ
た
時
期
が
前
後
し
て
も
、
テ
ー
マ
に
は
一
貫
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

以
下
執
筆
年
次
や
章
立
て
に
と
ら
わ
れ
ず
、
こ
の
三
点
の
課
題
に
ど
の

様
に
迫
っ
て
い
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
書
評
と
し
た
い
。

二氏
は
あ
と
が
き
で
具
体
的
な
南
朝
寒
門
寒
人
の
「
動
態
・
そ
の
内
面

に
ま
で
立
ち
入
っ
た
政
治
史
的
研
究
に
つ
い
て
は
、
今
日
、
残
念
な
が

ら
そ
う
し
た
方
向
に
は
な
か
な
か
向
か
っ
て
い
な
い
よ
う
に
お
も
わ
れ

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
第
一
編
の
「
南
朝
寒
門
寒
人
研
究
」
は
こ
の
問

題
意
識
に
基
づ
く
南
朝
の
寒
門
寒
人
に
つ
い
て
書
か
れ
た
論
稿
が
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。

第
一
章
の
「
梁
末
陳
初
の
諸
集
団
に
つ
い
て
」
は
氏
の
研
究
の
出
発

点
で
あ
る
。
陳
覇
先
は
嶺
南
で
少
数
民
族
の
平
定
に
当
た
っ
て
い
た
江

南
出
身
の
土
豪
将
帥
層
及
び
嶺
南
・
南
川
地
域
の
土
豪
を
結
集
し
て
挙

兵
し
、
梁
末
の
混
乱
を
収
拾
し
て
南
朝
最
後
の
陳
朝
を
立
て
た
。
同
時

期
に
起
こ
っ
た
諸
集
団
も
同
じ
く
寒
人
・
寒
門
武
人
出
身
者
が
中
核
と

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
集
団
に
特
長
的
な
の
は
任
侠
的
な
保
護
―
従

属
の
関
係
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
在
地
に
根
ざ
す
生
活

集
団
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
。
後
漢
末
に
郷
論

を
生
み
出
し
た
社
会
構
造
と
は
異
な
る
も
の
の
、
同
じ
共
同
体
的
性
格

を
持
つ
関
係
が
寒
門
・
寒
人
を
核
と
し
て
、
門
閥
貴
族
制
社
会
の
崩
壊

を
乗
り
越
え
、
南
朝
最
後
の
王
朝
を
生
み
出
し
た
と
す
る
。
こ
の
陳
覇

先
が
建
康
へ
と
向
か
う
起
点
と
し
た
の
が
南
康
地
方
で
あ
っ
た
。
当
地

で
民
衆
運
動
と
深
く
関
わ
っ
た
水
上
交
通
者
の
東
晋
末
か
ら
梁
末
ま
で

の
動
向
を
分
析
し
た
の
が
第
二
章
「
東
晋
・
南
朝
の
民
衆
運
動
と
水
上

交
通
」
で
あ
る
。
東
晋
末
の
盧
循
も
陳
覇
先
も
嶺
南
か
ら
大
庾
嶺
を
越

え
て
贛
江
、
長
江
を
下
り
、
水
路
建
康
を
攻
撃
し
た
。
そ
の
際
必
要
に

な
る
の
が
、
造
船
の
技
能
者
、
船
材
と
な
る
木
の
伐
採
者
、
水
運
に
精

通
し
た
操
船
者
で
あ
る
。
嶺
南
や
南
康
は
越
や
渓
蛮
等
少
数
民
族
の
住

む
土
地
で
あ
り
、
氏
は
地
理
書
や
志
怪
小
説
の
記
事
等
を
用
い
て
彼
ら
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が
船
材
の
伐
採
、
造
船
、
水
上
航
行
に
関
わ
っ
た
と
す
る
。
彼
ら
が
在

地
勢
力
に
率
い
ら
れ
て
、
盧
循
や
陳
覇
先
の
集
団
に
参
加
し
た
の
で
は

な
い
か
と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
東
晋
末
の
反
乱
、
陳
朝
の
成
立
の
背
景

に
は
少
数
民
族
を
も
含
む
在
地
社
会
の
民
衆
と
盧
循
や
陳
覇
先
の
つ
な

が
り
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
梁
末
に
軍
事
面
で
主
導
権
を
握
っ
た
の

は
土
豪
将
帥
層
で
あ
る
が
、
東
晋
で
は
華
北
か
ら
江
南
に
移
っ
て
き
た

貴
族
層
が
軍
団
の
頂
点
に
立
っ
て
い
た
。
彼
ら
を
排
除
し
な
い
こ
と
に

は
寒
門
寒
人
の
擡
頭
は
あ
り
え
な
い
。
川
勝
義
雄
氏
は
そ
の
貴
族
層
が

軍
事
権
を
失
っ
た
の
は
晋
宋
革
命
で
、
宋
の
武
帝
と
な
る
劉
裕
等
の
北

府
軍
団
の
寒
門
武
人
が
、
貴
族
層
か
ら
軍
事
権
を
奪
っ
て
南
朝
を
立
て

た
時
期
と
い
う
。
し
か
し
、
榎
本
氏
は
第
四
章
「
南
朝
貴
族
と
軍
事
」

で
南
朝
に
入
っ
て
も
ま
だ
有
能
な
門
閥
貴
族
に
軍
事
を
担
わ
せ
、
地
方

の
軍
府
を
統
率
さ
せ
る
事
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
そ
の
代
表
が
宋
末

か
ら
南
斉
に
か
け
て
、
江
州
、
雍
州
の
軍
団
を
率
い
た
名
族
琅
邪
王
氏

の
王
奐
で
あ
る
。
王
奐
は
宋
末
諸
王
の
反
乱
の
鎮
定
軍
の
幕
僚
と
し
て

才
能
を
発
揮
し
、
江
州
軍
府
の
中
央
軍
へ
の
再
編
の
功
績
に
よ
り
中
央

の
領
軍
将
軍
と
な
る
。
そ
の
後
、
南
斉
武
帝
は
中
央
に
よ
る
地
方
軍
団

の
統
制
を
強
化
す
べ
く
王
奐
を
北
魏
と
の
国
境
の
拠
点
雍
州
に
派
遣
す

る
。
後
に
王
奐
は
雍
州
軍
府
内
の
対
立
か
ら
幕
僚
を
殺
害
し
、
事
件
の

糾
明
に
来
た
皇
帝
宿
衛
軍
と
交
戦
し
殺
害
さ
れ
る
。
こ
れ
を
最
後
に
貴

族
が
軍
団
を
率
い
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
軍
事
権
は
完
全
に
寒
門
武
人

に
移
る
。
東
晋
で
は
地
方
軍
団
の
全
権
を
握
っ
た
貴
族
が
自
立
し
、
中

央
政
府
に
対
抗
し
た
が
、
王
奐
は
皇
帝
に
よ
っ
て
才
能
を
評
価
さ
れ
、

地
方
に
派
遣
さ
れ
る
と
い
う
点
で
違
い
が
あ
る
。

南
朝
で
活
躍
し
た
寒
門
寒
人
は
江
南
の
土
豪
層
ば
か
り
で
は
な
い
。

華
北
か
ら
遅
れ
て
江
南
に
渡
っ
た
晩
渡
の
士
人
も
門
閥
貴
族
か
ら
寒
門

寒
人
と
見
な
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
寒
門
寒
人
が
果
た
し
た
役
割
は
軍
事

面
だ
け
で
は
な
く
、
学
術
、
文
化
面
に
も
及
ぶ
。
第
三
章
「
劉
孝
標
を

め
ぐ
る
人
々
」
で
は
山
東
省
北
部
三
斉
地
域
の
出
身
者
で
、『
世
説
新

語
』
の
注
を
付
け
、『
類
苑
』
の
編
纂
に
関
わ
っ
た
劉
孝
標
（
劉
峻
）

と
そ
の
周
辺
の
人
物
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
南
北
朝
の
国
境
は
緯
度
で

区
切
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
南
朝
の
宋
は
東
シ
ナ
海
沿
い
に
江
蘇
省

の
北
部
か
ら
山
東
省
に
か
け
て
領
土
を
確
保
し
、
三
斉
地
方
は
宋
と
北

魏
の
係
争
地
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
三
斉
豪
族
の
中
に
は
北
魏
の
戦
争

捕
虜
と
し
て
北
辺
に
連
行
さ
れ
、
監
視
下
に
置
か
れ
る
者
も
い
た
。
劉

孝
標
も
そ
の
一
人
で
、
仏
典
の
書
写
な
ど
で
生
き
延
び
、
苦
学
し
て
学

才
を
育
ん
だ
。
後
に
南
斉
武
帝
の
働
き
か
け
に
よ
り
劉
孝
標
及
び
そ
の

一
族
も
南
斉
に
帰
還
す
る
。
南
斉
で
は
蔵
書
家
で
三
斉
豪
族
の
崔
慰
祖

の
知
遇
を
得
て
、
学
才
を
開
花
さ
せ
る
。
そ
の
後
慰
祖
の
従
兄
崔
慧
景

の
下
で
参
軍
と
な
る
。
だ
が
崔
慰
祖
、
慧
景
は
共
に
悪
童
天
子
東
昏
侯
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は
勿
論
実
務
的
能
力
も
あ
る
が
、
礼
学
の
知
識
も
重
要
視
さ
れ
て
い

た
。
す
な
わ
ち
礼
学
は
貴
族
と
し
て
の
体
面
を
保
つ
上
で
も
必
要
で
あ

り
、
国
家
制
度
を
整
え
る
上
で
も
機
能
す
る
。
そ
う
し
た
人
物
を
周
辺

に
配
置
す
る
こ
と
で
武
帝
を
中
心
と
す
る
体
制
が
成
立
す
る
。
た
だ
、

中
期
以
降
、
武
帝
の
政
治
姿
勢
は
弛
緩
し
、
中
書
舎
人
の
中
に
は
朱

の
様
に
権
力
と
富
を
追
い
求
め
る
グ
ル
ー
プ
も
出
現
す
る
。
そ
こ
に
川

勝
氏
が
指
摘
し
た
国
家
側
か
ら
発
給
さ
れ
る
良
貨
と
民
間
の
悪
貨
と
い

う
貨
幣
の
二
重
構
造
が
加
わ
り
、
商
人
出
身
者
が
中
書
舎
人
に
接
近
し

て
門
生
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
南
朝
の
賢
才
主
義
は
十
分
に
展
開
す
る

こ
と
が
な
か
っ
た
。
た
だ
裴
子
野
や
顔
之
推
の
様
に
才
学
主
義
を
次
代

へ
と
引
き
継
ぐ
者
も
現
れ
た
。

唐
代
の
中
書
は
詔
書
を
起
草
し
、
宰
相
と
し
て
の
地
位
に
至
る
が
、

南
朝
で
は
貴
族
の
就
く
中
書
侍
郎
と
中
書
舎
人
の
間
に
は
大
き
な
格
差

が
あ
り
、才
学
が
あ
っ
て
も
低
く
見
ら
れ
て
い
た
。
北
朝
の
賢
才
主
義
、

中
書
舎
人
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
で
こ
の
壁
を
ど
の
様
に
越
え
て

行
っ
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
谷
川
氏
が
北
朝
の
士
大
夫

の
日
常
生
活
や
官
僚
と
し
て
の
倫
理
性
に
重
点
を
置
い
て
賢
才
主
義
に

つ
い
て
述
べ
た
の
に
対
し
、
榎
本
氏
は
第
六
章
か
ら
七
章
で
北
魏
、
東

魏
、
北
斉
、
西
魏
、
北
周
の
中
書
舎
人
や
御
正
と
い
う
皇
帝
側
近
の
実

務
官
僚
の
賢
才
主
義
に
注
目
す
る
。
第
六
章
「
北
魏
後
期
・
東
魏
の
中

を
め
ぐ
る
混
乱
の
中
で
非
業
の
死
を
遂
げ
た
。
こ
れ
を
見
た
劉
孝
標
は

政
治
で
な
く
、
学
問
の
才
能
で
生
き
残
る
道
を
選
択
し
た
。『
世
説
新

語
』
の
注
、『
類
苑
』
の
編
纂
は
そ
う
し
た
中
で
完
成
さ
れ
た
も
の
と

い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
劉
孝
標
達
寒
門
寒
人
が
学
才
で
生
き
抜
く
姿
は

賢
才
主
義
を
表
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

三中
書
舎
人
は
皇
帝
と
諸
司
と
の
取
り
次
ぎ
役
で
、
官
位
は
高
く
は
な

い
が
皇
帝
の
側
近
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
。
寒
門
寒
人
が
中
書
舎

人
と
し
て
皇
帝
の
信
任
を
得
て
権
力
を
握
っ
た
こ
と
か
ら
、
正
史
は
彼

ら
を
「
恩
倖
」
と
評
し
て
き
た
。
し
か
し
、
安
田
二
郎
氏
は
こ
の
寒
門

寒
人
の
個
人
の
才
能
を
活
か
し
た
身
の
処
し
方
を
新
し
い
動
き
と
評
価

す
る
。
そ
こ
で
、
第
二
編
の
「
中
書
舎
人
研
究
」
で
は
こ
の
南
北
両
朝

の
中
書
舎
人
の
役
割
と
就
官
者
を
分
析
し
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
論
じ

て
い
る
。

第
五
章
「
梁
の
中
書
舎
人
と
南
朝
賢
才
主
義
」
は
榎
本
氏
が
第
一
章

の
次
に
手
が
け
た
研
究
で
あ
る
。
梁
代
初
期
と
中
期
以
降
の
時
期
に
分

け
て
中
書
舎
人
の
就
官
者
を
分
析
す
る
と
、
初
期
の
多
く
は
学
才
が
認

め
ら
れ
て
登
用
さ
れ
て
お
り
、
所
謂
「
恩
倖
」
で
は
な
い
。
そ
の
才
学
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書
舎
人
に
つ
い
て
」
で
は
北
魏
の
孝
文
帝
期
か
ら
東
魏
に
か
け
て
の
中

書
舎
人
を
取
り
上
げ
る
。
孝
文
帝
期
に
単
な
る
皇
帝
の
意
思
伝
達
者
で

あ
っ
た
中
書
舎
人
は
北
魏
末
の
孝
荘
帝
の
時
代
に
皇
帝
の
顧
問
官
・
側

近
の
地
位
に
上
昇
す
る
。
そ
の
過
程
で
中
書
舎
人
の
就
官
者
は
寒
門
寒

人
の
み
な
ら
ず
、
門
閥
貴
族
ま
で
含
む
様
に
な
り
、
戦
場
の
指
揮
官
、

皇
帝
顧
問
、
後
見
、
擁
護
者
と
し
て
の
役
割
ま
で
も
果
た
す
。
さ
ら
に

中
書
舎
人
は
皇
帝
個
人
だ
け
で
な
く
士
人
相
互
の
輿
論
・
評
価
に
よ
り

学
才
・
文
才
が
認
め
ら
れ
た
者
も
加
わ
る
様
に
な
っ
て
く
る
。
東
魏
を

受
け
た
北
斉
の
中
書
舎
人
が
南
朝
と
は
ど
の
様
な
異
同
が
あ
る
の
か
を

ふ
ま
え
再
検
討
し
た
の
が
第
七
章
「
北
斉
の
中
書
舎
人
に
つ
い
て
」
で

あ
る
。
北
斉
初
期
文
宣
帝
時
代
の
中
書
舎
人
に
特
長
的
な
の
は
北
族
や

北
族
化
し
た
漢
人
を
含
み
、
軍
事
面
で
功
績
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
に
比
べ
後
期
の
廃
帝
か
ら
後
主
に
至
る
時
代
の
中
書
舎
人
は

貴
族
か
ら
寒
士
ま
で
の
様
々
な
階
層
を
含
み
文
学
顧
問
的
色
彩
を
帯
び

る
。中
書
舎
人
任
官
者
の
多
様
性
の
背
景
に
は
中
書
舎
人
が
兼
官
化
し
、

皇
帝
側
近
の
中
書
の
役
割
が
重
視
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
事
が
あ
る
。
当

然
こ
う
し
た
役
割
を
果
た
す
上
で
個
々
の
才
能
が
求
め
ら
れ
た
。
さ
ら

に
文
才
に
優
れ
た
侍
詔
分
林
館
の
人
士
が
中
書
舎
人
を
兼
ね
た
こ
と
で

寒
士
の
政
治
的
発
言
力
が
増
し
、
学
才
の
持
つ
意
味
が
重
み
を
持
つ
。

こ
う
し
て
賢
才
主
義
は
伸
張
し
、
中
書
の
権
限
は
強
化
さ
れ
唐
代
の
中

書
の
地
位
向
上
へ
と
つ
な
が
っ
て
行
く
。
北
斉
に
対
し
北
周
で
は
中
書

舎
人
と
言
う
官
職
は
な
い
。
胡
三
省
は
御
正
が
中
書
舎
人
に
相
当
す
る

官
職
と
す
る
。
第
七
章
「
西
魏
末
・
北
周
の
御
正
に
つ
い
て
」
で
は
北

周
の
御
正
に
注
目
し
、
皇
帝
側
近
の
内
史
・
御
正
と
北
斉
の
中
書
舎
人

を
比
較
し
、さ
ら
に
は
唐
代
の
中
書
と
の
連
続
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

御
正
に
は
上
大
夫
・
中
大
夫
・
下
大
夫
が
あ
り
、
明
帝
期
ま
で
は
高
位

の
武
官
や
高
門
の
子
弟
が
就
官
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
彼
ら
に
天
子
を

文
武
両
面
で
補
佐
さ
せ
、
そ
の
影
響
力
を
利
用
し
て
、
権
力
者
宇
文
護

や
皇
帝
自
身
が
自
己
の
権
力
基
盤
を
固
め
よ
う
と
し
た
意
図
が
窺
え

る
。
武
帝
即
位
後
は
高
位
の
武
官
の
他
に
学
識
が
あ
り
、
儀
典
・
礼

学
・
経
学
等
学
問
全
般
に
わ
た
っ
て
顧
問
を
務
め
た
者
も
御
正
に
な
る
。

武
帝
の
親
政
の
下
、
若
い
世
代
の
貴
族
や
北
斉
や
梁
か
ら
の
戦
争
捕
虜

で
武
帝
か
ら
文
才
・
学
才
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
者
も
御
正
に
加
わ
る
。

こ
れ
ら
の
御
正
や
春
官
系
内
史
の
就
官
者
の
中
か
ら
隋
初
の
官
界
を
支

え
る
官
僚
群
が
生
み
出
さ
れ
る
。
北
周
の
御
正
は
地
位
が
高
く
、
高
位

の
武
官
も
任
用
さ
れ
る
点
、
詔
勅
の
起
草
に
は
ほ
と
ん
ど
関
わ
っ
て
い

な
い
点
で
梁
や
北
斉
と
は
異
な
る
も
の
の
、
文
才
・
学
才
に
よ
っ
て
評

価
さ
れ
た
者
が
御
正
に
就
官
し
た
点
で
同
じ
く
賢
才
主
義
的
傾
向
が
認

め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
皇
帝
の
側
近
の
者
の
地
位
が
高
ま
る
こ
と
は
唐

の
中
書
の
権
限
強
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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つ
ま
り
、
南
朝
で
も
北
朝
で
も
文
才
・
学
才
に
優
れ
た
者
が
皇
帝
の

周
辺
に
集
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
南
北
朝
で
賢
才
主
義
へ
の
流
れ
が
強

ま
っ
て
ゆ
く
と
い
う
傾
向
を
示
す
。
た
だ
、
そ
の
南
北
朝
両
者
は
ど
の

様
な
ル
ー
ト
で
ど
の
様
な
人
々
に
よ
っ
て
繋
が
っ
て
い
た
の
か
。
す
な

わ
ち
、
南
北
の
境
界
を
越
え
る
「
越
境
者
」
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
。

四梁
末
の
混
乱
以
後
に
南
朝
か
ら
北
朝
へ
と
移
動
し
た
顔
之
推
に
つ
い

て
は
宇
都
宮
清
吉
氏
及
び
吉
川
忠
夫
氏
、
同
じ
く
庾
信
に
つ
い
て
も
吉

川
氏
の
研
究
が
あ
る）

3
（

。
榎
本
氏
が
第
三
編
「
南
朝
帰
降
北
人
研
究
」
で

取
り
上
げ
た
の
は
そ
れ
以
前
に
北
朝
か
ら
南
朝
へ
と
移
っ
た
越
境
者
、

と
り
わ
け
蘇
北
か
ら
三
斉
地
方
に
か
け
て
の
在
地
勢
力
、
北
魏
に
よ
っ

て
当
地
に
派
遣
さ
れ
た
武
人
で
あ
る
。

第
九
章
「
帰
降
北
人
と
南
朝
社
会
」
で
は
梁
の
時
代
に
北
魏
と
の
係

争
地
で
あ
る
彭
城
（
徐
州
）、
漢
中
、
さ
ら
に
は
嶺
南
で
軍
功
を
挙
げ

た
帰
降
北
人
の
蘭
欽
の
出
自
や
南
朝
に
降
っ
た
経
緯
等
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
氏
は
先
ず
蘭
氏
一
族
の
出
自
に
つ
い
て
考
察
し
、
蘭
氏
が
鮮
卑

系
の
北
人
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
中
で
も
蘭
欽
は
慕
容
氏
に
付
き
従
っ

た
一
族
で
北
魏
南
辺
の
城
民
と
し
て
暮
ら
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

推
定
す
る
。
蘭
欽
が
梁
に
降
っ
た
時
期
は
北
魏
末
の
城
民
の
乱
が
起

り
、
北
魏
の
南
辺
も
混
乱
に
陥
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
蘭
欽
が
い
た
で
あ

ろ
う
山
東
半
島
の
南
部
か
ら
江
蘇
省
北
部
の
地
方
は
、
江
南
と
海
上
交

通
で
深
く
結
び
つ
き
、
貨
幣
流
通
経
済
の
影
響
を
受
け
、
当
地
の
州
鎮

長
官
ら
の
商
業
、
収
斂
行
為
に
よ
っ
て
城
民
・
兵
士
の
生
活
が
脅
か
さ

れ
て
い
た
。
蘭
欽
の
帰
降
の
背
景
に
は
こ
う
し
た
情
況
が
あ
っ
た
と
す

る
。
第
十
章
「
南
斉
の
柔
然
遣
使　

王
洪
範
に
つ
い
て
」
で
は
南
斉
の

は
じ
め
に
北
魏
と
対
立
す
る
柔
然
へ
の
使
者
と
な
っ
た
王
洪
範
に
つ
い

て
述
べ
る
。
王
洪
範
の
本
籍
は
『
南
斉
書
』
が
斉
郡
臨
淄
県
、『
南
史
』

が
上
谷
郡
と
記
載
を
異
に
す
る
。
王
洪
範
の
先
祖
は
上
谷
の
護
烏
丸
校

尉
の
管
轄
下
の
烏
丸
鮮
卑
で
、
そ
の
後
北
魏
南
辺
防
衛
の
た
め
淮
北
に

派
遣
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
。
北
魏
南
辺
の
胡
族
の
兵
の
地
位
は
徐
々

に
低
下
し
、
王
洪
範
も
待
遇
の
不
満
か
ら
南
斉
の
北
辺
の
蕭
道
成
の
軍

団
に
服
属
し
、
後
に
建
康
の
近
く
に
僑
置
さ
れ
た
斉
郡
臨
淄
県
に
所
属

し
た
の
で
な
い
か
と
本
籍
の
矛
盾
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
王
洪
範
が
柔

然
へ
の
使
者
と
し
て
選
ば
れ
た
の
は
こ
う
し
た
事
情
が
あ
っ
た
と
指
摘

す
る
。
ま
た
、
彼
の
妻
は
三
斉
豪
族
の
清
河
崔
氏
の
娘
で
蕭
道
成
の
挙

兵
以
来
南
斉
の
軍
団
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た
三
斉
豪
族
と
密
接
な
関
係

に
あ
る
。
そ
れ
故
彼
は
三
斉
豪
族
の
一
翼
を
担
い
武
帝
期
か
ら
明
帝
期
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に
か
け
て
南
北
朝
の
国
境
地
帯
で
軍
事
的
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
。
三
斉
豪
族
は
も
と
も
と
在
地
の
人
々
に
対
し
安
田
二
郎
氏
の
い
う

「
望
族
」
と
し
て
接
し
て
き
た
が
、
後
に
財
を
媒
介
と
し
て
皇
帝
と
結

び
つ
き
、
贓
賄
行
為
に
走
る
様
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
王
洪
範
は
帰

降
北
人
と
し
て
の
武
人
と
し
て
の
才
能
と
異
域
に
対
す
る
情
報
に
よ
っ

て
生
き
抜
い
た
と
す
る
。
第
十
一
章
「
侯
景
の
乱
前
史
」
は
侯
景
が
反

乱
を
起
こ
す
前
夜
の
南
北
朝
国
境
の
最
前
線
寿
春
の
状
況
か
ら
帰
降
北

人
、
蛮
、
在
地
豪
族
の
動
き
を
分
析
す
る
。
寿
春
は
淮
水
の
支
流
の

水
に
面
す
る
南
北
が
衝
突
す
る
重
要
戦
略
拠
点
で
あ
り
、
前
秦
や
北
魏

に
と
っ
て
は
江
南
攻
撃
の
、
南
朝
に
と
っ
て
は
北
伐
の
拠
点
と
な
る
。

従
っ
て
、
南
北
両
朝
の
そ
の
時
々
の
政
治
・
軍
事
の
状
況
に
よ
り
両
朝

の
軍
隊
が
交
互
に
進
駐
す
る
不
安
定
な
地
帯
で
あ
る
。
加
え
て
寿
春
に

は
三
斉
等
の
華
北
か
ら
移
住
し
て
き
た
豪
族
や
在
地
の
豪
族
な
ど
が
居

住
し
、
淮
水
上
流
に
は
蛮
が
生
活
す
る
と
い
う
重
要
で
あ
る
が
複
雑
な

土
地
柄
で
あ
っ
た
。
東
晋
か
ら
劉
宋
ま
で
の
北
伐
の
主
力
は
京
口
に
位

置
す
る
所
謂
北
府
軍
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
劉
宋
末
の
晋
安
王
子
勛
の

反
乱
以
降
、
寿
春
に
位
置
す
る
軍
団
の
役
割
が
増
大
す
る
。
梁
代
に
北

魏
が
寿
春
を
支
配
す
る
と
、
寿
春
の
攻
防
戦
や
北
伐
は
帰
降
北
人
と
寿

春
在
住
の
豪
族
勢
力
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
梁
の
武
帝
が
北
人

の
侯
景
の
帰
降
を
受
け
入
れ
た
背
景
に
は
、
北
魏
の
混
乱
に
乗
じ
、
侯

景
ら
の
北
魏
南
辺
か
ら
の
帰
降
北
人
や
寿
春
の
三
斉
豪
族
力
を
利
用
し

て
華
北
の
奪
還
を
図
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
南
斉
か
ら
梁
に
か
け
て
は
北
か
ら
の
越
境
者
で
あ
る
帰
降

北
人
、
三
斉
豪
族
が
軍
事
的
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
対
北
魏
戦
争

の
先
頭
に
立
っ
て
い
た
。
本
書
に
収
め
ら
れ
て
は
い
な
い
が
榎
本
氏
は

こ
の
越
境
者
に
つ
い
て
「
崔
慧
景
宛
崔
僧
淵
返
書
に
つ
い
て
」（『
名
古

屋
大
学
東
洋
史
研
究
報
告
』
四
三
、二
〇
一
九
）
と
言
う
論
文
を
書
い
て

い
る
。
こ
れ
は
南
斉
の
三
斉
豪
族
の
総
帥
的
立
場
に
あ
る
崔
慧
景
が
北

魏
に
留
ま
る
崔
僧
淵
に
対
し
南
朝
へ
の
帰
順
を
促
す
手
紙
へ
の
返
書
を

詳
細
に
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
信
は
た
ん
な
る
返
書
で
は
な

く
、
孝
文
帝
が
行
っ
た
漢
化
政
策
等
を
南
朝
側
に
知
ら
し
め
、
彼
ら
の

北
魏
へ
の
帰
順
を
促
す
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
も
あ
る
。
そ
こ
に
は
孝
文
帝

が
漢
化
政
策
を
通
じ
南
朝
の
漢
人
士
大
夫
に
対
し
て
も
中
華
の
皇
帝
と

し
て
の
正
当
性
を
示
す
意
味
合
い
が
あ
る
。
こ
の
様
な
手
紙
の
往
来
や

仏
僧
を
利
用
し
た
三
斉
豪
族
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
南
北
間
の
情

報
の
や
り
と
り
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
情
報
を
基
に
三
斉
豪
族
は
自
己

の
去
就
を
判
断
し
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
る
。
越
境
者
の
実
態
と
役

割
に
つ
い
て
は
本
書
第
三
編
と
共
に
こ
の
論
文
も
参
照
し
て
頂
き
た
い
。
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五隋
唐
時
代
の
歴
史
家
は
南
朝
を
ど
の
様
に
評
価
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
門
閥
貴
族
社
会
が
崩
壊
し
た
梁
朝
の
歴
史
を
記
し
た
『
梁
書
』、

『
南
史
』
は
ど
ち
ら
も
唐
代
初
期
に
編
纂
さ
れ
た
書
物
で
あ
る
。
そ
の

内
容
を
比
較
分
析
す
る
こ
と
で
、
南
朝
に
対
す
る
編
纂
者
の
思
い
を
探

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
で
書
か
れ
た
の
が
第
四

編
「
南
朝
関
連
史
料
研
究
」
で
あ
る
。

第
十
二
章
「
姚
察
・
姚
思
廉
の
『
梁
書
』
編
纂
に
つ
い
て
」
で
は

『
梁
書
』
が
『
南
史
』
に
対
し
記
載
が
簡
略
で
あ
る
こ
と
の
背
景
か
ら

『
梁
書
』
を
編
纂
し
た
姚
察
、
姚
思
廉
父
子
の
梁
朝
へ
の
思
い
を
く
み

取
っ
て
い
る
。
特
に
『
南
史
』
と
『
梁
書
』
の
差
異
が
顕
著
な
臨
川
王

蕭
宏
伝
の
記
事
を
比
較
し
、『
梁
書
』
に
は
「
美
書
悪
諱
」、
善
い
こ
と

は
書
き
悪
い
こ
と
は
省
く
と
い
う
姿
勢
が
あ
る
と
す
る
。『
南
史
』
が

説
話
的
な
記
事
を
用
い
て
醜
聞
と
も
言
え
る
話
を
加
え
て
い
る
が
『
梁

書
』
に
は
そ
う
し
た
記
事
が
な
く
、
蕭
宏
の
失
態
に
よ
り
処
分
さ
れ
た

官
歴
に
つ
い
て
本
伝
で
は
隠
す
よ
う
に
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背

景
に
梁
代
の
姚
氏
が
お
か
れ
た
立
場
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
姚
氏
は
江

南
の
呉
興
（
湖
州
）
の
出
身
の
寒
門
で
医
術
に
よ
っ
て
士
大
夫
の
社
交

界
に
入
り
、
臨
川
王
家
と
の
つ
な
が
り
で
起
家
し
た
家
柄
で
あ
る
。
梁

代
後
半
に
な
る
と
寒
門
寒
人
が
賢
才
主
義
や
士
大
夫
の
才
能
の
評
価
に

よ
っ
て
官
界
に
進
出
す
る
機
会
が
奪
わ
れ
、
姚
氏
も
臨
川
王
家
を
頼

り
、
官
職
を
得
た
。
そ
の
恩
義
が
『
梁
書
』
の
臨
川
王
伝
の
「
美
書
悪

諱
」
を
生
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
第
十
三
章
「『
南
史
』

の
説
話
的
要
素
に
つ
い
て
」
で
は
『
南
史
』
が
な
ぜ
説
話
的
要
素
を
盛

り
込
ん
だ
の
か
に
踏
み
込
む
。『
梁
書
』
と
『
南
史
』
の
梁
諸
王
伝
を

比
較
す
る
と
『
南
史
』
に
は
諸
王
の
官
米
の
横
領
、
蓄
財
、
蓄
兵
、
奢

侈
等
の
私
生
活
、
さ
ら
に
暴
虐
性
を
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
多
く
記
載

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
民
間
に
伝
わ
る
噂
話
、
す
な
わ
ち
説
話
、
小
説
を

ふ
ま
え
た
記
事
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
姚
氏
父
子
が
梁
の
滅
亡
に
つ
い

て
武
帝
を
取
り
巻
く
側
近
の
罪
に
帰
す
の
に
対
し
、『
南
史
』
の
編
纂

者
李
延
寿
は
武
帝
の
寛
縦
な
政
治
と
諸
王
の
反
道
徳
的
行
為
に
起
因
す

る
と
認
識
し
た
。
顔
之
推
の
志
怪
小
説
『
冤
魂
志
』
の
中
に
も
梁
の
廬

陵
王
の
残
虐
行
為
の
話
が
載
る
。
ま
た
、
南
北
朝
時
代
の
皇
帝
・
諸

王
・
名
士
の
言
動
が
記
さ
れ
た
『
談
藪
』
は
顔
之
推
の
よ
う
な
南
朝
の

北
渡
の
士
人
や
北
斉
の
士
人
が
加
わ
る
談
論
の
場
で
交
わ
さ
れ
た
話
を

基
に
成
立
し
た
。
李
延
寿
の
『
南
史
』
の
説
話
的
要
素
は
こ
う
し
た
談

論
の
場
を
背
景
に
し
て
書
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
る
。
第
十
四

章
「
再
び
『
南
史
』
の
説
話
的
要
素
に
つ
い
て
」
で
は
武
帝
の
父
蕭
順
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之
に
つ
い
て
の
記
事
を
手
が
か
り
に
前
章
が
補
強
さ
れ
る
。
南
斉
武
帝

の
第
四
子
蕭
子
響
の
反
乱
の
鎮
圧
に
当
た
り
、
蕭
順
之
は
子
響
を
快
く

思
っ
て
な
か
っ
た
太
子
蕭
長
懋
の
意
を
受
け
、
子
響
を
捕
ら
え
て
弁
解

の
余
地
な
く
殺
害
し
た
。『
南
史
』
は
子
猿
の
死
を
悲
し
ん
だ
母
猿
を

見
た
武
帝
が
子
響
を
思
っ
て
泣
く
の
を
見
て
、
順
之
は
恐
れ
お
の
の
き

病
に
な
り
死
去
し
た
と
い
う
逸
話
を
載
せ
る
。
こ
れ
は
武
帝
の
死
後
一

族
の
蕭
鸞
が
武
帝
の
子
孫
を
排
除
し
て
皇
帝
に
即
位
し
た
の
を
蕭
衍
が

支
持
し
た
理
由
を
暗
示
す
る
と
共
に
、
南
斉
が
宗
室
内
部
の
凄
惨
な
骨

肉
の
争
い
で
自
滅
す
る
姿
を
描
い
て
い
る
。
李
延
寿
は
『
北
史
』
で
も

北
斉
の
宗
室
内
部
の
争
い
に
関
す
る
志
怪
小
説
的
説
話
を
載
せ
て
い

る
。『
南
史
』『
北
史
』
の
説
話
的
要
素
は
顔
之
推
等
南
朝
出
身
者
も
含

む
談
論
の
場
で
交
わ
さ
れ
た
情
報
に
よ
り
、
南
北
朝
を
批
判
的
に
回
顧

す
る
目
的
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
隋
唐
の
皇
太
子
の
廃
嫡

や
玄
武
門
の
変
な
ど
の
宗
室
内
部
の
抗
争
に
対
す
る
李
延
寿
の
諷
喩
で

は
な
か
っ
た
の
か
と
述
べ
る
。

六榎
本
氏
は
正
史
を
表
面
的
に
読
む
だ
け
で
は
見
え
て
こ
な
い
、
そ
の

裏
に
隠
さ
れ
た
歴
史
事
象
を
解
明
し
よ
う
と
、
地
理
書
や
志
怪
小
説
等

の
資
料
を
ふ
ん
だ
ん
に
引
用
し
、
傍
証
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
従
来

見
え
て
来
な
か
っ
た
寒
門
寒
人
の
姿
を
通
し
、
南
朝
と
北
朝
の
関
係
、

南
朝
か
ら
隋
唐
に
つ
な
が
る
経
路
等
を
明
ら
か
に
し
た
。「
迷
っ
た
ら

あ
ゆ
ち
さ
ん
に
聞
こ
う
」、
評
者
も
含
め
名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
室

の
後
輩
の
間
で
史
料
解
釈
や
研
究
方
向
が
行
き
詰
ま
っ
た
時
に
榎
本
氏

に
た
よ
る
風
潮
が
あ
っ
た
。
榎
本
氏
は
時
代
背
景
を
ふ
ま
え
全
体
像
を

見
通
す
洞
察
力
と
抜
群
の
史
料
読
解
力
と
解
析
力
で
一
目
置
か
れ
る
存

在
だ
っ
た
。
本
書
に
は
こ
う
し
た
氏
な
ら
で
は
の
力
量
が
十
分
に
発
揮

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
本
書
で
は
国
内
外
の
多
く
の
研
究
成
果
が
随
所
に
引
か
れ
、
そ

の
目
配
り
の
良
さ
に
も
驚
嘆
さ
れ
る
。
さ
ら
に
実
証
過
程
の
各
部
分
に

も
新
た
な
知
見
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
魏
晋
南
北
朝
隋
唐
を
中
国

の
中
世
と
位
置
付
け
、
豪
族
の
台
頭
、
門
閥
貴
族
の
没
落
を
目
の
当
た

り
に
し
、
学
問
の
重
要
性
を
伝
え
た
顔
之
推
に
目
を
向
け
た
宇
都
宮
清

吉
氏
の
研
究
、
宇
都
宮
氏
に
学
び
共
同
体
論
を
打
ち
出
し
た
谷
川
、
川

勝
両
氏
の
地
域
社
会
と
士
大
夫
層
の
繋
が
り
を
重
視
す
る
研
究
、
南
朝

に
於
い
て
望
族
的
あ
り
方
や
賢
才
主
義
に
迫
っ
た
安
田
氏
の
研
究
が
本

書
の
底
流
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宇
都
宮
、
谷
川
、
川
勝
、
安
田
各
氏

が
積
み
重
ね
て
き
た
南
北
朝
隋
唐
を
一
つ
の
時
代
と
し
て
捉
え
、
位
置

づ
け
よ
う
と
す
る
発
想
を
継
承
し
発
展
さ
せ
る
と
い
う
基
本
姿
勢
に
貫
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か
れ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

と
は
い
え
、
本
書
の
内
容
を
さ
ら
に
深
め
て
ゆ
く
に
は
、
北
朝
隋
唐

社
会
に
お
け
る
南
朝
的
要
素
の
具
体
像
、
南
北
朝
の
寒
門
寒
人
の
流
れ

を
汲
む
士
人
が
隋
唐
で
ど
の
様
な
活
躍
を
し
た
の
か
等
、
さ
ら
な
る
難

問
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
い
か
に
目
配
り
の
よ

さ
と
抜
群
の
資
料
読
解
力
を
有
す
る
榎
本
氏
で
あ
っ
て
も
こ
れ
を
す
べ

て
解
決
す
る
の
は
至
難
の
事
で
あ
る
。

本
書
は
南
朝
と
隋
唐
を
繋
ぐ
と
い
う
難
問
に
立
ち
向
か
う
上
で
の
道

し
る
べ
、
問
題
提
起
と
も
言
え
る
。
次
世
代
の
研
究
者
が
そ
の
問
題
提

起
を
受
け
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
て
行
く
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

注
（
1
）
陳
寅
恪
『
唐
代
政
治
史
述
論
稿
』（
一
九
四
四
、
商
務
印
書
館
、
通
行

本
は
一
九
五
七
年
、
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
版
）、
田
余
慶
『
東

晋
門
閥
政
治
』（
一
九
八
九
、
北
京
大
学
出
版
社
）、
唐
長
孺
『
魏
晋
南
北

朝
隋
唐
史
三
論
』（
一
九
九
二
、
武
漢
大
学
出
版
社
） 

（
2
）
川
勝
義
雄
（『
六
朝
貴
族
制
社
会
の
研
究
』
一
九
八
二
、
岩
波
書
店
）、

安
田
二
郎
『
六
朝
政
治
史
の
研
究
』（
二
〇
〇
三
、
京
都
大
学
学
術
出
版

会
）、
小
尾
孟
夫
『
六
朝
都
督
制
研
究
』（
二
〇
〇
一
、
溪
水
社
）、
中
村

圭
爾
『
六
朝
貴
族
制
研
究
』（
一
九
八
七
、
風
間
書
房
）、
越
智
重
明
『
魏

晋
南
朝
の
政
治
と
社
会
』（
一
九
六
三
、
吉
川
弘
文
館
）
等
以
下
の
研
究

書
に
つ
い
て
は
榎
本
氏
の
本
書
注
参
照
。

 

（
3
）
宇
都
宮
清
吉
『
漢
代
社
会
経
済
史
研
究
』
第
一
章
、
第
二
章
、
第
十
一

章
（
一
九
五
五
、
弘
文
堂
）、『
中
国
古
代
中
世
史
研
究
』
第
九
章
、
第

十
二
章
（
一
九
七
七
、
創
文
社
）、
吉
川
忠
夫
『
侯
景
の
乱
始
末
記
』 

（
一
九
七
四
、
中
公
新
書
、
志
学
社
選
書
と
し
て
二
〇
一
九
再
版
）

（
よ
し
も
り　

け
ん
す
け　

徳
島
大
学
名
誉
教
授
）

（
汲
古
書
院
、
二
〇
二
〇
年
十
月
、
Ａ
五
版
、
四
七
一
頁
）


